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本システムは、SACLAでの SFX実験の 9割以上で利用されている。ある 4日
間に渡る実験を例に取ると、約 20種の蛋白質結晶から、30Hzで約 510万枚、41TB
の画像が取得された。パイプラインによる選別と圧縮の結果、最終的な出力サイ
ズは 3.2TBまで削減できた。リアルタイム処理は 16コア 32論理スレッドの計算
機を用いて行い、データ取得から表示までの遅延は数秒未満であった。CPU使用
率は半分未満であり、将来の 60Hz での運用も現実的であることが示された。オ
































なお、本学位授与申請者は、平成 28 年 8 月 3 日実施の論文内容とそれに関連
した試問を受け、博士として十分な学識と研究能力を有することを確認され、
合格と認められたものである。 
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